移植骨の熱処理が骨移植後の治癒過程におよぼす影響 by 小倉 章暢
核の変形 と細胞の崩壊 が認め られた。骨移植後
14・28日後の脛骨 において,煮 沸群 および未処
理群の両群で骨の連続性が観察 されたが,煮 沸群
では移植骨の吸収が早期 に生 じ,一部新生骨 と置
換 されていた。煮沸群ではTRAP陽性細胞が移植
骨内部で増加 し,Osteopontin陽性の骨細胞が新
生骨 に認 め られた。SclerostinとLef-1の発現 は,
弱かった。
【考 察】煮沸群の移植骨周囲でTRAP陽性細胞
に よ る骨 改 造 が活 発 に行 わ れ,新 生 骨 で は
Sclerostinがあ ま り 強 く発 現 しな い こ と,
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胞 の働 きを調節す ることで,骨 代謝 を調節す る
コーデ ィネーターとしての役割 を果たす可能性が
示唆されている。骨移植 は,骨量の増大 を目的に
歯科臨床で頻用 され る手法であるが,そ の治癒形
態は不明な点が多い。そこで,骨 細胞の働 きに注
目し,移植後の骨代謝 において,骨 細胞がどのよ








間加熱することで骨細胞 を死滅 させた群と,埋 入
するまで冷却 した生理食塩水中で保存 した群の2
種類 を準備 した。両群の骨片は,脛 骨に作製 した
欠損(縦2mm,横1mm,深 さ1.5mm)に挿入
した。移植後14・28日目に,脛 骨 を採取 し実験
に供 した。軟エックス線写真撮影後に,組織切片




織化学的染色 を行い,光 学顕微鏡で観察 した。
【結 果】移植前の骨片を切片 にして観察 したと
ころ,100℃の沸騰水中で20分間処理 した骨片は,
